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 永年生木本作物である果樹の交雑育種において，種子の発芽後，最初に花芽が
形成されるまでの期間（幼若相という）が長いことが効率的な育種を行う上で問題
となっている．一般に，育種として幼若相を短縮するためには，種子の発芽促進や
実生の成育促進を行い，得られた実生の新梢を高接ぎすることにより早期開花が図
られている．一方，近年では植物工場において葉菜類やトマトなどの野菜の生産が
行われ，最適な環境制御により最大の成長量と収量を獲得できる栽培法が確立され
つつある．環境制御により種子の発芽を促進し，発芽した実生の成育および開花を
制御することができれば幼若相を大幅に短縮できる可能性がある．  
 そこで，本研究では人工光型植物工場の閉鎖系栽培室を利用して，ブルーベリ
ー 3 種の幼若相の短縮を検討した．先ず，サザンハイブッシュ種 ‘Misty’および
‘Sharpblue’から得られた種子の発芽促進を検討したところ，WPM 培地に赤色 LED
を照射した処理区で最も発芽率が高く，播種 35 日後に 90%以上の発芽率になった．
‘Misty’および ‘Sharpblue’から得られた播種後 4 ヶ月の実生は長日条件（日長：12 h）
の閉鎖系栽培室（温度： 9–22℃，湿度： 60–80%，光強度： 300 μmol・m-2・ s -1）で
栽培したところ，成育が有意に良好であった．その後，日長のみを 8 h とした閉鎖
系栽培室に移動したところ， ‘Misty’では播種後 327 日に， ‘Sharpblue’は播種後 357
日に開花が見られた．また，閉鎖系短日区で光強度を 400 μmol・m-2・ s -1 に大きく
して検討したところ， ‘Misty’は播種後 300 日に開花がみられ，相転換には強い光強
度と短日条件が有効であることがわかった．開花した花に人工授粉をした結果，約
60 日後に果実が成熟し，次に果実内の種子を採取し直ちに播種したところ，正常に
発芽し，後代が得られた．よって，人工光型植物工場の閉鎖系栽培室を利用すれば
ブルーベリーの幼若相を大幅に短縮することが可能で，次世代のブルーベリーを早
期に取得することができ，最短で約 1 年間のサイクルで交雑実生を獲得できること
が示された．   
 また，サザンハイブッシュ種の幼若相の短縮は，初期成育の促進と栄養成長か
ら生殖成長に移行する相転換の時期の早期化が重要であるので，次に，初期成育の
促進としての植物成長調節物質（GA や BA）の効果，相転換時期の早期化として光
質（青色光や遠赤外光）の効果，さらに，充実した新梢を確保するための新梢数の
制御の効果を検討した．その結果，GA 処理により新梢長などが増大することはな
く，開花時期は遅延した．一方，BA 処理は明らかに成育を抑制し，枯死する個体
もみられた．また，青色光や遠赤外光の補光は成育への影響は少なく，開花時期は
やや遅れる傾向を示した．さらに，新梢の間引きによる効果も見られなかったが，
光強度が大きいと成育の促進が示され，やや開花時期が早く，開花率も高かった．  
 次に，ノーザンハイブッシュ種およびラビットアイ種について検討を行った．
休眠時間が 3 種の中で最も長く，冷涼地域に適するノーザンハイブッシュ種では，
露地区以外の各区は休眠することなく成育を続け，成育は閉鎖系長日区が有意に大
きく，次いで，閉鎖系短日区およびガラスハウス区で，露地区が最も小さかった．
ノーザンハイブッシュ種における閉鎖系長日区および閉鎖系短日区の成育は，休眠
時間が最も短いサザンハイブッシュ種と比べて相違がなかったので，休眠時間の長
短は実生の初期成育に影響しないことがわかった．しかし，供試した 5 品種の播種
から開花までの日数は最短で 366 日，最長で 516 日で，サザンハイブッシュ種に比
べて長かった．一方，露地区以外の各区は休眠することなく成育を続け，サザンハ
イブッシュ種と比べて成育の差はなかった．暖地に適するラビットアイ種の成育は
サザンハイブッシュ種のそれと比べて，成長量が小さかったが，それは閉鎖系栽培
室内の温度がラビットアイ種の成育適温よりもやや低かったことが原因と推察され
た．供試した 3 品種の播種から開花までの日数は最短で 412 日，最長で 564 日であ
った．ラビットアイ種は休眠時間が 3 種の中間であったにもかかわらず，播種から
開花までの日数が最も長かった．  
 以上のことから，ブルーベリーの実生を自然条件下で栽培すると種子の発芽か
ら開花までに少なくとも 3–5 年かかるが，発芽の促進技術と人工光型植物工場の閉
鎖系栽培室における環境制御の組み合わせにより，ブルーベリー 3 種の実生を 1–2
年間で開花できるので，幼若相を大幅に短縮できることがわかった．なお，幼若相
の短縮化を図るには，実生の成育の促進を図り十分な成長量が得られた後に花芽形
成や開花が誘導される環境条件に移す方法と花芽形成や開花が誘導される環境条件
で成育初期から開花まで栽培する方法がある．前者はサザンハイブッシュ種とラビ
ットアイ種が，後者はノーザンハイブッシュ種が適していた．  
